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植物粘質物（第23報） トロロアオイ根の部分加水分解成績体

友田正司，鈴木陽子

〔日本薬学会第98年会 (1978年4月）で発表〉

〈目的〕既報の通りわれわれはトロロアオイの根から，酸性多糖ータンパク質複合体を精製粘質

物として得て，その主体を占める多糖部の構成単糖結合様式を考察した。今回は粘質物を部分加

水分解して，成績体のオリゴ糖の構造を決定し，構成単糖相互の結合j順序を明らかにした。

〈実験〕粘質物を lN硫酸， 100°, 2 hr処理して，中和しさらに脱塩後， DEAEーセブァデックス

A-25 （ギ酸型）カラムを用いて，ギ酸濃度を段階的に増して溶出させたオリゴ糖岡分を， TLC,

PPC，および電気泳動で分析した。単一なオリゴ糖について，比旋光度およびNMR測定，加水分

解物のTLCによる構成糖の分析，カルパゾ｛ノレ法およびチオグリコーノレ酸法による構成糖の比色

定量，還元末端のアルディト｛ノレアセテート誘導後GLCによる定量，メチルグリコシドメチルエ

ステルに誘導後還元した成績体をメチル化後，加水分解し誘導した部分メチル化アノレディトール

アセテ｛トの GLC-MS，さらに第2次部分加水分解して得た成績体の分析などの方法で構造を調

べた。

〈結果・場察） DEAE－セファデックスカラムの 0.4Mおよび lMギ酸溶出部の各主画分から， 2種

のオリゴ糖（ I,II）を得た。 Iは0-(3-(D-glucopyranosy I uronic acid）一(1→3)-0－αー（D-gal-

actopyranosyluronic acid）一(1→2)-L-r・hamnopyranose,IIはIの構造中ガラクツロン酸の 4位

が結合に関与したhexasaccharideで，多糖部の主構成単位をあらわしている。

植物粘質物（第24報）ササユリの鱗茎のグルコマンナン

友田正司，佐藤訓子，丸山純子，山田美樹

〔日本薬学会第98年会（1978年4月）で発表〕

〔自的〕これまでに数種の Lilium属植物の鱗茎から得た，部分的にアセチル化されたグルコマ

ンナンについて報告したが，今回は生薬”百合”のおもな原植物のーっといわれるササユリから

粘質多糖を単離し，その性質と構造を調べた。

〈実験〕新鮮な鱗茎を冷水抽出し，エタノールを加えて沈殿させた粗粘質物を， DEAEーセルロ

ースカラムにかけて，水溶出部から精製物を得た。超遠心およびガラス繊維紙電気泳動で均質性

を調ベ，浸透圧法による分子量測定，加水分解物のTLCおよびトリメチルシリノレ化体のGLCを行

ない，加水分解後還元およびアセチノレ化した誘導体の GLCで構成糖を定最した。メチル化後加

水分解し誘導した部分メチル化アノレディトールアセテ｛トの GLC-MS，過ヨウ素酸酸化とスミス

分解，部分アセトリシス成績体の分離と分析などの手段で構造を調べた。またアセチル基の存在

が認められ，加水分解後HPLCで定量し，メトキシエチル基導入後援換メチノレ化法により，結合

位置を調べた。
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〔結果・考察〕精製された粘質多糖は，超遠心と電気泳動で単一であり， Dーマンノ｛ス： Dーグル

コ｛ス（モル比， 5:2）で構成され， j3-l→4結合の主鎖のうち，部分的にマンノ｛スの 2および

3位が関与する分校構造であり，末端はマンノースが占める。分子量318000で，5.0労のアセチノレ

基を有し，従来得られた他のLilium-gl ucomannanよりも，格段に高い水溶性が認められた。

16,8-Hydroxyandrosterone : Androsterone Sulfateの雌性ラット胆汁中代謝物

松井道夫，箱崎美砂子

〔日本薬学会第98年会（1978年4月）で発表〉

〔目的〕 16j3-Hydroxy-17-oxosteroidは酸，アルカリなどにより容易に安定な17.S-Hydroxy-16-

oxosteroidに変化することが知られている。演者らは雌牲ラットにおける Androsteronesulf-

ate(AnS）の胆汁中代謝物を検索し， Disulfate分画から 3α，17j3-Dihydroxy-5α－androstan-16-

one (16-one）を同定した。しかし，代謝物の分離精製中に， 16j3-Hydroxyandrosterone (16/9-

An）から Artifactとして16-oneに変化した可能性も考えられたので，今回 16/9-Anの合成をおこ

ない，その安定性を調べ， AnS代謝物中から 16/9-Anの同定を試みた。

〔実験） 5α－Androst-16-ene-3α，17-diol diacetateをPb(0Ac)4と反応させて， 3α，16p-Diac-

etoxy-5α－androstan-17-oneとしこれより Semicarbazoneの生成， Acetyl基の加水分解，つ

いで Semicarbazone基の除去により 16j3-Anを合成した。次に，胆管カニューレ手術を施した

Wis tar系雌性ラットに［3HJ-AnS(0. 45μCi, 8. 6μmole）を腹腔内投与し，えられた胆汁中代謝

物を SephadexLH-20カラムにより， Monosulfateおよび Disulfate分画に分離した。 Disulfate

分画を Solvolysis後，えられた SteroidsをCelite545カラムにより分離精製後， MO-TMS誘導

体として GCおよび GC-MSにより同定した。

〔結果・考察〉前回同定した16-oneの他に， 16j3-AnをDisulfate分画中から同定した。 16j3-An

Diulfate は， AnSから直接 16j3-0H体に変換され，ついで~16位が硫酸抱合をうけて生成したと考

えられる。

UDP・Glucuronyltransferase:Androsterone代謝の変動因子

箱崎美砂子，松井道夫

〔日本薬学会第98年会（1978年4月）で発表〕

〔目的〕演者らは雌性ラットにおける Androsterone(An）および Testosterone(T）の胆汁中代

謝物について研究し，代謝に大きな個体差が存在することを報告した。代謝物の胆汁中排世の速

いラットではAnおよびTは主に AnGlucuronideに代謝され，胆汁中排准の遅いラットで、はAn

およびその 7,11位の水酸化体の Sulfatesに変換された。更に，投与した AnGlucuronideは大

部分未変化のまま，一方， An Sulfateは水酸化等の変換をうけて胆汁中に排、准された。以上よ

りこの個体差は UDP-Glucuronyltransferase活性の変動によると推定されるoそこで同系雌性
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